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北野の里（仮称）まちづくりワークショップ準備・運営会議 会議録（要旨） 

 

1 開始日時 平成 28年 9月 28日（水） 午後７時～午後８時 

2 開催場所 外環オープンハウス三鷹常設会場 

3 出席者数 構成員 30人のうち 19人 

4 議題 

(1) 確認事項 

ア 北野の里(仮称)まちづくりワークショップ開催方針について 

イ 北野の里(仮称)まちづくりワークショップ準備・運営会議規則について 

(2) 審議事項 

ア 準備・運営会議会長の選任について 

イ 北野の里(仮称)まちづくりワークショップ運営要綱(案)について 

ウ 進行役(ファシリテーター)及び専門的な助言役(アーバンデザイン専門

家)の承認について 

エ 北野の里(仮称)まちづくりワークショップのプログラム(概要) 

5 傍聴者の人数 ２人 

6 議事 

（事務局）２人の傍聴を確認。 

 

〈確認事項・審議事項について、事務局による資料説明後、メンバーから出た主な意

見は以下のとおり〉 

 

(1) 確認事項 

ア 北野の里(仮称)まちづくりワークショップ開催方針について 

◯ (事務局) 特に意見等ないようなので、本方針に基づいて、ワークショ

ップを実施することとする。 

イ 北野の里(仮称)まちづくりワークショップ準備・運営会議規則について 

◯ (事務局) 特に意見等ないようなので、本規則に基づいて、この準備・

運営会議を設置することとする。 

 

(2) 審議事項 

ア 準備・運営会議会長の選任について 

◯ (事務局)構成員の中から互選により、本会議の会長を選任する。 

→構成員の互選により、準備・運営会議会長が決定。 

イ 北野の里(仮称)まちづくりワークショップ運営要綱(案)について 

◯ (構成員) 無作為抽出方法による公募の参加人数(約 10 人)について増

やすことは可能か。 

◯ (事務局) 承諾書の返信状況にもよるが、約 10 人を上回る人数となっ

ても、承諾された方が参加できるよう、調整させてもらう。 

◯ (会長) 公募は東部地区を対象とした無作為抽出方法を採用するこ

ととし、いただいた意見を基に本要綱について運営事務局で

まとめる。 
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ウ 進行役(ファシリテーター)及び専門的な助言役(アーバンデザイン専門

家)の承認について 

◯ (会長) 特に異議が無い事から事務局の提案を承認する。 

全体進行役（メインファシリテーター） 

→平成 25年度北野の里（仮称）を中心としたまちづくりワークショッ 

プ全体技術アドバイザー 

進行役（ファシリテーター） 

→三鷹市景観審議会委員 

進行役（テーブルファシリテーター） 

→事務局による選任 

専門的な助言役(アーバンデザイン専門家) 

→三鷹市景観審議会委員 

エ 北野の里(仮称)まちづくりワークショップのプログラム(概要) 

◯ (構成員) 第 1回ワークショップ：まち歩きについて、工事現場内や北

野の全体が見えるような内容にして欲しい。 

◯ (事務局) 工事現場内を見学し、北野の地域特性がわかるように、北野

全体が眺望できるような場所をまち歩きのルートに加えて

いきたい。 

◯ (会長) 頂いた意見を元に、運営事務局でまとめる。 

 

(3) その他 

◯ (構成員) 北野の里(仮称)の整備時期について如何か。 

◯ (事務局) 外環道の供用に合わせて整備していきたい。 

 

◯ (構成員) ワークショップの結果が全て反映されるのか。 

◯ (事務局) 今後とりまとめるまちづくり整備計画に可能な限り反映さ

せたいと考えている。 

 

◯ (会長) 以上で本会議を終了とする。 

 

 

以上 

 


